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りとしています。それが非常に私的で，非
常に個人的な現れであることが分かりまし
た。ついに自分自身で知りました。確か
に知りました。それが自分に与えられた
からです。しばらくして，わたしはその壕
からはい出して，宙を歩いているかのよう
な心地よい気分で歩いてテントに戻りまし
た。そして喜びと畏

い

敬
けい

の念をもってその
夜の残りの時間を過ごしたのです。

わたしは自分が特別な人間だと考える
ことはなく，そのようなことが自分にあっ
たのであれば，誰にでもそれは起こり得る
と思いました。今もそう信じています。そ
の後の数年間に，わたしは，そのような経
験は同時に，従うべき光であり，担うべき
重荷であると理解するようになりました。

わたしは最も価値ある知識であるそれ
らの真理，すなわち，わたしがおよそ 90 年
の生涯と中央幹部としての 50 年以上の期
間に学び経験した事柄を，皆さんと分かち
合いたいと思います。わたしが知るように
なったことの多くは，教えることはできま
せんが，学ぶことのできる事柄の範

はん

疇
ちゅう

に入
るものです。

ほとんどの大いに価値のあるものと同じ
く，永遠に価値のある知識は，個人的に祈
り，深く考えることによってのみ与えられる
のです。これらは，断食ならびに聖文研
究と併せて行うことで，印象と啓示と聖な
る御

み

霊
たま

のささやきを招きます。これがわた

十二使徒定員会会長
ボイド・K・パッカー会長

戦争の時代や不確実な時代に，本
当に重要な事柄にしっかりと焦
点を合わせる一つの方法があり

ます。
第二次世界大戦は，わたしがひどい霊

的混乱を感じた時でした。わたしはほん
のわずかな証

あかし

を携えてユタ州ブリガムシ
ティーの家を後にしており，もっと多くの
何かが必要だと感じていました。実質
上，わたしたち高校 3 年生のクラス全員
が数週間のうちに戦地に赴

おもむ

いていまし
た。日本の沖縄の北にある伊

い

江
え

島
じま

の駐
屯地にいたとき，わたしは疑念や不安と
闘っていました。福音について個人的な
証を得たいと思いました。知りたいと思い
ました。

眠れないある夜のこと，わたしはテント
を出て，掩

えん

蔽
ぺい

壕
ごう

（訳注─敵の攻撃から
身を守るために造られた施設）に入りまし
た。その壕は，砂を詰めた 50 ガロン（約
190リットル）燃料用ドラム缶を何本も並
べ，また積み重ねて周りを囲って造られて
いました。屋根はありません。それでわた
しは腹ばいになって入り，満天の星空を見
上げ，ひざまずいて祈りました。

祈りの途中で，それは起こりました。何
が起こったかを話そうとしても，わたしは
それを言葉にできません。表現する力を
超えているのです。しかし，今

こん

日
にち

も，65 年
以上前のあの夜と同じようにそれははっき
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証人
わたしは最も価値ある真理を皆さんと分かち合いたいと思います。

て」世界の幸福度を高める力を秘めてい
る，と確信していました。彼はこう言って
います。「恐らく皆さんは今日かけた優し
い言葉を明日には忘れてしまうことでしょ
う。でも，かけてもらった人はその言葉を
一生大切にするかもしれません。」12

わたしたちが今から，まさに今日から，
家族であろうと友人であろうと，あるいは
単なる知り合いやまったく知らない人であ
ろうと，神の全ての子供たちに愛を示し始
めますように。毎朝起きるときに，どのよ
うなことが起ころうとも愛と優しさをもっ
て応じると決意しましょう。

兄弟姉妹の皆さん，わたしたちに対する
神の愛は人の理解を超えるものです。こ
の愛のゆえに，神はその御子を遣わしてく
ださり，御子はわたしたちが永遠の命を得
られるように御自分の命をささげるほど
に，わたしたちを愛してくださいました。
この比類のない賜

たま

物
もの

について理解するに
つれて，わたしたちの心は永遠の御父と，
救い主と，全ての人に対する愛で満たされ
ることでしょう。そうなることを，イエス・
キリストの聖なる御

み

名
な

によって切に祈りま
す，アーメン。■
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したちに天からの教えをもたらし，わたし
たちは訓戒に訓戒を学ぶのです。

啓示では次のように約束されています。
「わたしたちがこの世において得る英知の
一切は，復活の時にわたしたちとともによ
みがえる。」また，「精励と従順によって，
……知識と英知を得る」と（教義と聖約
130：18－19）。
わたしが知るようになった一つの永遠

の真理は，神が生きておられることです。
神はわたしたちの御父であられ，わたした
ちは神の子供です。「わたしたちは，永遠
の父なる神と，その御子イエス・キリスト
と，聖霊とを信じる。」（信仰箇条 1：1）

神は用いることができるその他のあら
ゆる称号の中から，「父」と呼ばれること
を選ばれました。救い主はこう命じておら
れます。「だから，あなたがたはこう祈り
なさい。『天におられるわたしたちの父

よ』」と（3 ニーファイ13：9。マタイ6：
9も参照）。神が「父」という呼び名を用
いられたことは，この世で最も重要なこと
は何かを理解するようになるうえで，全て
の人に向けた教えとなります。

親であることは神聖な特権です。そし
て，忠実であることによって，それは永遠
の祝福となり得るのです。教会における
全ての活動の最終的な目的は，男性とそ
の妻とその子供たちが家庭で幸せになれ
るようにすることです。

結婚していない人々や子供を持てない
人々も，求めていながら，今はまだ自分の
手の届かないところにありますが，その永
遠の祝福を拒まれることはありません。わ
たしたちは祝福がどのように，あるいはい
つ，そのような人々に与えられるか必ずし
も知っているわけではありません。しか
し，神聖な聖約を交わして守る忠実な人は

誰も，永遠に増し加えられるという約束を
拒まれないのです。

皆さんのひそかな願いと涙ながらの訴
えは，御父と御子御二方の心を打つことで
しょう。皆さんの生涯は満たされ，不可欠
な祝福は何一つ失われることはないとい
う，個人的な確信が御二方から与えられる
ことでしょう。

聖任された職に務める主の僕
しもべ

として，わ
たしは，このような状況にある人々に約束
します。皆さんの救いと昇栄に不可欠なも
のが，皆さんにずっと与えられないという
ことは一切ありません。今何も持っていな
い両手はやがて満たされ，今夢が破れて
傷つき，願い続けている心は癒

いや

されるで
しょう。

わたしが知るようになったもう一つの真
理は，聖霊が実在の御方であられるという
ことです。聖霊は神会の第三の御方です。
その使命は真理と義について証すること
です。聖霊は，平安な気持ちや安心感な
ど，多くの方法で御自身を現されます。ま
た，慰めと導きをもたらし，必要なときに
は正してくださいます。わたしたちは義に
かなった生活をすることで，生涯にわたっ
て聖霊を伴

はん

侶
りょ

とできるのです。
聖霊の賜

たま

物
もの

は福音の儀式を通じて授け
られます。権能を持つ人は教会の新会員
の頭に両手を置いて，このような言葉を述
べます。「聖霊を受けなさい。」

この儀式だけでわたしたちは目に見え
て変わるわけではありません。しかし，聖
霊の促しに耳を傾けて従うならば，聖霊
の祝福を受けます。天の御父の息子や娘
はそれぞれ，モロナイの約束が事実である
ことを知るようになれるのです。「聖霊の
力によって，あなたがたはすべてのことの
真理を知るであろう。」（モロナイ10：5，
強調付加）

わたしが自分の人生で得た一つの崇高
な真理は，主イエス・キリストについての
証です。

最も重要で，かつ，わたしたちが行う全
てのことの支えとなるのが，様々な啓示に
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よれば，主の名です。それはわたしたちが
教会で務めを果たす際に用いる権能で
す。祈りは全て，それが幼い子供たちによ
るものであっても，イエス・キリストの名に
よって終わります。全ての祝福，全ての儀
式，全ての聖任，全ての正式な行為は，イ
エス・キリストの名によって行われます。
これはイエス・キリストの教会であり，イエ
ス・キリストにちなんで名付けられている，
末日聖徒イエス・キリスト教会です（教義
と聖約115：4 参照）。

モルモン書には，ニーファイ人が「〔主の
御
み

〕名
な

によって御父に祈ってい〔た〕」とき
のあの偉大な出来事が記されています。
主が御

み

姿
すがた

を現して言われました。
「あなたがたはわたしから何を与えられ

たいのか」と。
「そこで彼らはイエスに，『主よ，この教

会をどのような名で呼ぶべきか，わたした
ちにお教えいただきたいと存じます。この
件について民の中に論争がございますか
ら』と言った。

すると主は，彼らに言われた。『まこと
に，まことに，あなたがたに言う。民がこ
のことについてつぶやき，論じ合うのはな
ぜか。

彼らは，『キリストの名を受けなければ
ならない』という聖文を読んだことがない
のか。キリストとはわたしの名である。終
わりの日にあなたがたは，この名によって
呼ばれるのである。

わたしの名を受け，最後まで堪え忍ぶ
者は，終わりの日に救われるであろう。

だから，あなたがたが行うことは何事で
も，わたしの名によって行いなさい。あな
たがたは教会をわたしの名で呼びなさい。
また，父がわたしのために教会を祝福して
くださるように，わたしの名によって父に呼
び求めなさい。」（3 ニーファイ27：2－7）

それが主の名，イエス・キリストです。
「わたしたちを救いうる名は，これを別にし
ては，天下のだれにも与えられていないか
らで〔す〕。」（使徒 4：12）

教会にいるわたしたちは，主がどのよう

な御方であられるかを知っています。神の
御子イエス・キリストです。御父の独り子
です。殺された御方であり，再び命を得て
おられる御方です。御父に対するわたした
ちの弁護者です。「〔わたしたち〕は，神の
御子でありキリストである贖

あがな

い主の岩の上
に基を築かなければならないことを覚えて
おきなさい。」（ヒラマン5：12）この御方
は人生の嵐の中でわたしたちを支え，わた
したちと家族を守ってくださる錨

いかり

です。
日曜日ごとに全世界で，国籍や言語を問

わず会衆が集まり，同じ言葉で聖
せい

餐
さん

が祝
福されます。わたしたちはキリストの御名
を受け，いつもキリストを覚えます。それ
がわたしたちの心に刻まれています。

預言者ニーファイはこう述べています。
「わたしたちはキリストのことを話し，キリ
ストのことを喜び，キリストのことを説教
し，キリストのことを預言し，また，どこに
罪の赦

ゆる

しを求めればよいかを，わたしたち
の子孫に知らせるために，自分たちの預言
したことを書き記すのである。」（2 ニー
ファイ25：26）

わたしたちはそれぞれ，主イエス・キリ
ストについて自分自身の証を得なければな
りません。その後，家族や他の人々にその
証を伝えるのです。

さらに，主の業を妨げようとしている悪
魔がいるということを忘れないでくださ
い。わたしたちは誰に従うかを選ばなけ
ればなりません。個人として救い主に従う
決意をし，救い主の側に忠実にとどまるよ
うにするときに，わたしたちは守られます。

新約聖書の中で，ヨハネは，救い主とそ
の教えに身を委ねることができない人々が
いたことをこう記しています。「それ以来，
多くの弟子たちは去っていって，もはやイ
エスと行動を共にしなかった。

そこでイエスは十二弟子に言われた，
『あなたがたも去ろうとするのか。』

シモン・ペテロが答えた，『主よ，わたし
たちは，だれのところに行きましょう。永
遠の命の言

ことば

をもっているのはあなたです。
わたしたちは，あなたが神の聖者である

メキシコ，メキシコシティー
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にかかわらず，モルモンの開拓者の信仰と
犠牲の遺産は，皆さんの受け継ぎでもあり
ます。それは末日聖徒イエス・キリスト教
会の気高い遺産だからです。

教会の歴史の中でも，最も心躍る物語
の一つは，主の使徒であったウィルフォー
ド・ウッドラフが，1840 年に英国全土でイ
エス・キリストの回復された福音を教えた
ときに起きたものです。教会が設立されて
ちょうど 10 年後のことでした。

ウィルフォード・ウッドラフや他の使徒
たちは，御

み

業
わざ

をイギリスのリバプール地区
とプレストン地区に絞り込み，かなりの成
功を収めていました。ウッドラフ長老は，
後に教会の大管長になった人物ですが，
このきわめて重要な御業を進めるに当
たって，絶えず神に導きを求めて祈ってい
ました。その祈りの結果，他の場所へ赴
いて福音を教えるようにという霊感を受け
たのです。

モンソン大管長は，わたしたちが何かを
するようにという霊感を天から受けたら，
直ちにそれを実行し，決して引き延ばして
はならないと教えています。ウィルフォー
ド・ウッドラフは，正にそのようにしまし
た。御

み

霊
たま

から「南へ行く」よう明確な導き
を受けたウッドラフ長老は，ほとんど時を
置かずに出発し，イギリスのヘレフォード
シャーという名の町に向かいました。イギ
リス南西部の農業地帯にある町です。こ
の町で長老は，ジョン・ベンボーという名

七十人
ウィリアム・R・ワーカー長老

わたしは教会歴史が大好きです。
恐らく多くの皆さんがそうであ
るように，福音を受け入れ，信仰

に忠実に生きた先祖たちの並外れた献身
の様子を知るとき，わたし自身の信仰も強
められます。

1 か月前のこと，アリゾナ州ギルバート
神殿地域から集まった 1 万 2,000人のす
ばらしい若者たちが新しい神殿の完成を
祝って，霊感あふれる劇を上演し，義にか
なって生きようとする決意を示してくれまし
た。この祝典のテーマは「信仰に忠実に
生きる」というものでした。　

あの忠実なアリゾナの若者たちと同じよ
うに，末日聖徒は一人一人が「信仰に忠実
に生きる」と決意する必要があります。

賛美歌の歌詞には「われら受けし信仰
持ち」（「シオンの若者，真理を守り」『賛
美歌』163 番）とあります。

わたしたちはそれに「祖父母から受け
し信仰持ち」と加えることもできるでしょ
う。

わたしは，あの熱意あふれるアリゾナの
若者たち一人一人が，自分自身の教会歴史
を知っているだろうか，と考えてみました。
自分自身の家族がどのようにして教会員に
なったか，その歴史を知っているだろうか
と考えたのです。末日聖徒が皆，その先
祖の改宗の物語を知っていたとしたら，そ
れは実にすばらしいことになります。

皆さんが開拓者の子孫であるかどうか

信仰に忠実に生きる
わたしたち一人一人は，わたしたちの先祖を教会の加入へと導いた
信仰と犠牲の物語を知れば，それだけ大いに祝福されるのです。

ことを信じ，また知っています。』」（ヨハネ
6：66－ 69）
ペテロは，救い主に従う各人が学ぶこと

のできる事柄を習得していたのです。イエ
ス・キリストに忠実に献身するために，わ
たしたちはイエス・キリストを自分の贖い
主として受け入れ，またイエスの教えに
従って生活するように自分の力の範囲内
で全てのことを行います。

これまで長年生活し，教え，奉仕し，何
百キロも世界中を旅したことで経験してき
た全てのこととともに，わたしが伝えたい
一つの偉大な真理があります。それは救
い主イエス・キリストについてのわたしの
証です。

ジョセフ・スミスとシドニー・リグドン
は，ある神聖な経験をした後，次のように
記録しました。
「そして今，小羊についてなされてきた多

くの証の後，わたしたちが最後に小羊につ
いてなす証はこれである。すなわち，『小
羊は生きておられる。』

わたしたちは……小羊を見たからであ
る。」（教義と聖約 76：22－23）

彼らの言葉はわたしの言葉でもあります。
わたしはイエスが神の御子，キリストで

あられること，そして，イエスは生きておら
れることを信じており，またわたしは確信
しています。イエスは御父の独り子であ
り，「彼によって，彼を通じて，彼から，もろ
もろの世界が現在創造され，また過去に
創造され〔まし〕た。そして，それらに住
む者は神のもとに生まれた息子や娘とな

〔ります。〕」（教義と聖約 76：24）
わたしは救い主が生きておられることを

証します。わたしは主を知っています。わ
たしは主の証人です。イエスが天の御父
の子供たち全員のために大いなる犠牲を
払い，また永遠の愛を抱いておられること
を，わたしは知っています。わたしは心か
らへりくだり，しかし絶対的な確信をもっ
て，わたしの特別な証を述べます。イエ
ス・キリストの御名により，アーメン。■


